
２０１２年１月１８日                ノイエスだより 

ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
橋
市
元
総
社
町
六
七
番
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話 

 

０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
５ 

  

久
し
ぶ
り
に
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
前
橋
駅
か
ら
広
瀬
川
、
県
庁
付
近
を
歩
い
た
。 

画
家
や
文
学
関
係
者
と
夜
に
何
度
も
歩
い
た
事
の
あ
る
周
辺
の
建
物
も
す
っ
か
り
変

わ
っ
て
し
ま
い
、
朝
の
町
は
す
っ
か
り
疲
れ
き
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。 

「
息
づ
く
街
」
を
街
角
や
道
路
端
に
探
し
て
み
た
も
の
の
、
朝
の
風
景
に
は
ど
こ
に
も

見
あ
た
ら
な
い
。広
瀬
河
畔
は
歩
道
の
整
備
工
事
を
し
て
い
て
立
ち
入
れ
な
い
場
所
も

あ
り
、
歩
幅
は
変
え
る
こ
と
な
く
帽
子
を
深
く
被
り
、
と
に
か
く
早
歩
き
で
通
り
過
ぎ

た
。
朝
方
ま
で
聞
い
て
い
た
文
藝
春
秋
文
化
講
演
会
の
遠
藤
周
作
「
初
夏
の
雑
談
」
の

声
が
す
っ
か
り
頭
に
刷
り
込
ま
れ
て
し
ま
い
気
に
な
っ
て
し
か
た
が
な
い
。 

中
学
時
代
に
取
り
つ
か
れ
た
作
家
で
、数
年
前
に
軽
井
沢
高
原
文
庫
で
肉
筆
原
稿
や
草

稿
ノ
ー
ト
、書
簡
、写
真
な
ど
が
公
開
さ
れ
、爽
や
か
な
一
日
を
過
ご
し
た
事
が
あ
る
。 

Ｃ
Ｄ
は
「
菊
池
寛
生
誕
百
周
年
記
念
講
演
会
」
で
秋
田
市
で
講
演
し
た
も
の
で
「
自
分

の
知
ら
な
い
自
分
の
顔
」
に
つ
い
て
話
し
出
す
。
人
が
人
と
対
面
し
て
い
る
時
の
外
面

〈
そ
と
づ
ら
〉
の
顔
（
生
活
の
顔
）
は
何
も
社
会
だ
け
で
な
く
家
庭
内
で
も
外
面
の
顔

を
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず
、
内
面
〈
う
ち
づ
ら
〉
の
顔
は
独
り
に
な
っ
た
時
く
ら
い

の
も
の
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
「
自
分
の
知
ら
な
い
自
分
の
顔
」
が
あ
る

り
、
こ
の
三
つ
の
顔
が
重
な
り
合
っ
て
存
在
し
て
い
る
、
と
言
う
。 

自
分
の
中
の
「
自
分
の
知
ら
な
い
自
分
の
顔
」
を
考
え
な
が
ら
「
何
な
の
か
」「
知
っ

て
ど
う
す
る
」「
わ
か
る
わ
け
が
な
い
」・
・
・
な
ど
と
繰
り
返
し
な
が
ら
自
宅
に
辿
り

着
い
た
。
人
は
同
じ
社
会
の
中
で
、
同
じ
環
境
条
件
に
い
て
も
幸
せ
と
感
じ
ら
れ
る
人

と
、
不
満
ば
か
り
を
言
い
不
幸
せ
と
感
じ
る
人
と
、
何
に
も
感
じ
な
い
人
と
・
・
・
ま

ち
ま
ち
で
あ
る
。
同
じ
人
生
（
一
生
）
だ
っ
た
ら
誰
も
が
幸
せ
に
過
ご
せ
た
ら
、
そ
れ

に
越
し
た
こ
と
は
無
い
。
し
か
し
、
遠
藤
周
作
が
言
う
よ
う
に
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に

し
て
い
く
よ
う
に
す
る
し
か
な
い
。つ
ま
り
不
幸
せ
と
感
じ
た
事
が
あ
る
か
ら
幸
せ
を

感
じ
ら
れ
、
幸
せ
と
感
じ
た
事
が
あ
る
か
ら
不
幸
せ
に
な
っ
た
と
思
え
る
の
で
あ
り
、

心
の
中
で
不
幸
せ
と
感
じ
た
時
に
、そ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
て
対
処
し
て
い
く
か
が
幸

せ
に
転
化
出
来
る
か
の
鍵
に
な
る
と
い
う
事
だ
と
思
う
。 

東
日
本
大
震
災
で
東
北
の
人
々
の
力
強
さ
に
誰
も
が
驚
く
が
、そ
の
影
に
多
く
の
傷
つ

き
続
け
て
い
る
人
々
が
い
る
と
い
う
事
実
。精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
体
調
を
壊
し
亡

く
な
っ
た
人
も
多
く
い
る
と
い
う
事
実
。
し
か
し
、
高
度
な
医
療
器
具
と
技
術
を
使
っ

て
の
治
療
は
医
学
の
進
歩
で
驚
く
べ
き
こ
と
だ
が
、肉
親
や
看
護
師
に
手
を
握
っ
て
も

ら
う
と
い
う
行
為
が
痛
み
を
抑
え
る
薬
以
上
に
患
者
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
は
経
験
者
で
は
な
く
て
は
わ
か
ら
な
い
、そ
れ
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。 

人
を
人
が
支
え
る
・
・
・
誰
も
が
そ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
け
た
ら
と
思
う
。 

〈
ノ
イ
エ
ス
の
展
覧
会
〉 

 

皮か

白し
ろ

竹た
け

の
仕
事
と
竹
を
使
っ
た
工
芸
展 

タ
ケ
ヤ
ネ
の
里 

〈
企
画
〉 

 

会
期 

二
月
四
日
（
土
）
〜
十
二
日
（
日
） 

 
 
 

午
前
十
時
〜
午
後
五
時 

特
別
企
画 

二
月
五
日
（
日
）
＊
事
前
に
予
約
し
て
下
さ
い
。 

午
前
中 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
竹
皮
の
花
籠
作
り
」 

 

講
師 

前
島
美
江 

一
〇
〇
〇
円 

午
後 

 

ド
ラ
ム
ソ
ロ
ラ
イ
ブ 

石
塚
俊
明 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
タ
ケ
ヤ
ネ
の
里
」 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

午
後
の
チ
ケ
ッ
ト 

三
〇
〇
〇
円 

＊ 

料
金
に
つ
い
て
は
、
別
紙
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
。 

定
員
六
〇
名
で
す
の
で
早
目
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

電
話 

０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
４ 

＊ 

一
月
二
十
六
日
（
木
）、
二
十
八
日
（
土
）
は
休
廊
で
す
。 

  

第
五
回 

冬
の
サ
ロ
ン 

〈
企
画
〉 

 

会
期 

二
月
十
八
日
（
土
）
〜
二
十
六
日
（
日
） 

 
 
 

午
前
十
時
〜
午
後
五
時 

 

恒
例
に
な
り
ま
し
た
冬
の
サ
ロ
ン
で
す
。 

今
回
は
陶
器
を
中
心
に
展
示
販
売
い
た
し
ま
す
。 

掘
り
出
し
物
に
出
合
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

お
早
目
に
お
出
か
け
下
さ
い
。 

  

綿
貫
哲
雄
作
陶
展 

〈
企
画
〉 

 

会
期 

三
月
三
日
（
土
）
〜
十
一
日
（
日
） 

 
 
 

午
前
十
時
〜
午
後
五
時 

 

 

＊ 

「
冬
の
サ
ロ
ン
」「
綿
貫
哲
雄
作
陶
展
」
は
、
次
回
の
ご
案
内
で 

詳
細
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

〈
県
内
の
展
覧
会
案
内
〉 

 

群
馬
の
ガ
ラ
ス
工
芸 

 

木
村 

明
・
小
島 

誠
・
大
坪 

修
・
宮
田
高
志 

 

岩
瀬
直
子
・
高
橋 

明
・
室 

伸
一 

 

上
越
ク
リ
ス
タ
ル
硝
子
（
株
）・（
株
）
ハ
ル
ナ
グ
ラ
ス 

 

会
期 

 

〜
三
月
二
十
五
日
（
日
）
月
曜
休
館 

 
 
 
 

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時 

会
場 

 

群
馬
県
立
近
代
美
術
館 

 
 
 
 

電
話 

０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
６
０ 

観
覧
料 

一
般
三
〇
〇
円 

大
学
・
高
校
生
一
五
〇
円 

＊
木
村
明
、
小
島
誠
は
、
ノ
イ
エ
ス
で
定
期
的
に
個
展
開
催
。 

  

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
展 

 
 会

期 
 

一
月
二
十
一
日
（
土
）
〜
二
月
二
日
（
木
） 

午
前
十
時
〜
午
後
五
時 

入
場
無
料 

会
場 

 

ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ 

ハ
ラ
ダ 

 
 
 
 

電
話 

０
２
７
４
・
４
０
・
３
６
２
２ 

  

〈
県
外
の
展
覧
会
〉 

 

梅
沢
通
浩 

展 

 

会
期 

 

二
月
十
三
日
（
月
）
〜
十
八
日
（
土
） 

 
 
 
 

午
前
十
一
時
〜
午
後
七
時
（
最
終
日
五
時
半
） 

会
場 

 

み
ゆ
き
画
廊
（
東
京
・
銀
座
六
丁
目
） 

 
 
 
 

電
話 

０
３
・
３
５
７
１
・
１
７
７
１ 

 

一
菜
情
報
・
・
・
春
に
向
け
て 

土
筆
（
土
筆

つ

く

し

）
「
ス
ギ
ナ
」
の
胞
子
茎
。 

山
間
部
に
い
く
と
一
面
に
生
え
て
い
ま
す
。
摘
ん
だ
ら
「
は
か

ま
」
の
部
分
を
は
ず
し
て
さ
っ
と
茹
で
て
水
に
さ
ら
し
、
ア
ク

を
抜
い
て
、
お
ひ
た
し
や
卵
と
じ
な
ど
で
召
し
上
が
っ
て
み
て

下
さ
い
。
三
杯
酢
に
つ
け
て
も
美
味
し
い
で
す
。 




